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発行 西徳山まちづくりの会 

２０２３年４月１日 第５８号 

湯戸飛夜いけいけだより 

ゆ ― と ぴ や 

会員募集中 

あなたも「西徳山

まちづくりの会」

で一緒に活動しま

せんか。会では、

常時、会員を募集

しています。 

 

E-mail： 
nishitokuyamamatizuk

urinokai@gmail.com 

 

Jinen Joe familly  Jinen Joe family 

記事: 
 

・戸田駅発の日帰り

旅行 

山口湯田温泉地区

視察 

 

・連載小説 
『男でござる 新

説天野屋利兵衛』

第９回 

 

・戸田駅周辺清掃 

 

・戸田駅発の日帰り

旅行 

山口湯田温泉地区視

察 感想迷作集 

 

・今後の行事予定 

３月１２日、戸田駅８：１８発の山陽本線に乗り、途中で山口線に乗り換えて

研修先の湯田温泉に到着しました。曇り空のもと、まずは、参加者９名が徒歩で

中原中也記念館に行きました。 

展示された直筆の詩を見ると、現代風の少し丸文字のような繊細な字で書かれ

ており、生涯を詩人として生きた中也の世界に浸りました。続いて、向かいに建

つ「狐の足あと」に行き、中原中也や狐のカフェラテアートのおしゃれなカフェ

ラテなどを飲み、穏やかな時間を過ごしました。 

戸田駅発の日帰り旅行 

山口湯田温泉地区視察 

 

通りを散策途中、無料の足湯も楽しみまし

た。泉源の温度は７０度と高く、少し熱めの足

湯ですが、全身がポカポカして大変心地良いも

のでした。 

会食場所の「防長苑」に向かう道沿いには、

中原中也の詩や、言葉を遠慮しない種田山頭火

の自由律俳句の碑が有り、皆が笑いながら防長

苑に到着しました。 

とても美味しい昼食（皆が絶賛！）と飲み放

題メニューで、昼から大宴会！ビール、ワイン

（赤白）、日本酒、焼酎が入り乱れ、酔っぱら

いの集団となった状態で、外郎などお土産を各

自購入し、帰途につきました。 

湯田温泉は、随所に足湯やカフェが設けら

れ、若い人も街中に多く、活気がありました。 

また、白狐のオブジェも道沿いに多数設置さ

れて、雰囲気に統一感も有り、学ぶことが多く

感じました。 

次回は、兵庫県赤穂市を研修先として予定し

ています。どなたでも参加を受け付けています

ので、皆さんもぜひ楽しい研修にご参加くださ

い。                （ゆ） 
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今後の行事予定 
 戸田駅前広場周辺の清掃 

毎月第２、第４土曜日の１６時から、戸田駅前広場の清掃と花壇の

手入れを行っています。お手伝いしていただける方、大歓迎です。 

西徳山まちづくりの会 
ホームページ URL: 

nishitokuyama.web.fc2.com 

 

編集後記 
 

２月６日、トルコ・シ

リア大地震が起きた。マ

グニチュード７.８という

とてつもないもので、５

万人以上の人が死亡した

とのことだ。被災された

人たちは不便な生活を余

儀なくされているとい

う。心からお見舞いをす

る。 

東日本大震災の時に

は、トルコの緊急援助隊

が行方不明者の捜索など

したそうだ。今回は日本

からもいち早く緊急援助

隊が現地に赴いて、活躍

したと聞く。 

存命率が急激に下がる

という７２時間以上経っ

ての救出が行われる度

に、安堵と祈りの気持ち

を抱いたものだ。 

一方ウクライナの人た

ちやロシアの兵士では意

図的に多くの命が奪われ

ている。 

どちらも同じ掛け替え

のない命である。 

この世から戦争がなく

なる日はいつだろう。 

発行責任者 

会  長  神本康雅 

広報部長  木曽裕子 

ＪＲ戸田駅周辺清掃 

令和５年１月３１日午前１０時から 

１１時半まで、周南市シルバー人材センタ

ー社会奉仕活動としてのＪＲ戸田駅周辺の

ボランティア清掃活動に協力し、まちづく

りの会から７人が参加しました。晴天で、

風はあるものの、寒気団の中休みで寒さは

感じませんでした。戸田駅前から上り線の

トラックステーション、下り線のトラック

ステーションを通り戸田駅までの歩道を中

心にゴミを拾いました。 
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